
善
徳
寺
の
歴
史

北
陸
は
浄
卜
真
家
と
大
変
か
か
わ
り
の
深
い
地
域
で
あ
る
そ
の

111
紹
は
承
J
C
元

4

（一

．
一0
し
）
の
親
紐
邸
の
越
後
配
流
と
い
わ
れ
て
お
り
、
越
前

・
加
質

・
越
中
の
真
応
E

J
院
で
、

配
流
の
途
中
で
教
化
が
あ

っ
た
と
い
う
伝
水
が
、
少
な
か
ら
ず
仏
え
ら
れ
て
い
る
c

し
か
し
、
本
格
的
に
北
腔
に
浄
上
百
9

9

ぷ
が
布
教
さ
れ
る
の
は
、
本
馳
か
八
枇
蓮
如
の
代
以
降
か

に
は
、
越
中
．
盆．
郡
は
前
川
氏
が
領
打
す
る
こ
と
に
な

っ
た

ら
で
あ
る
。

文
明
三
年

(-
四
し

一）

、
サ
辿
如
は
越
前
の
吉
崎
よ
り
金
沢
を
経
て
井
波
瑞
泉
寺
へ
赴
く
際
、

祖
父
巧
如
の
弟
、
周
党
法
印
が
布
教
し
た
旧
地
で
あ
る
加
越
囚
格
の
砂
＇
ナ
坂

（金
沢
市
）
を
訪
ね

た
。
そ
し
て
、
そ
の
仏
法
有
縁
の
地
に
道
揚
を
創
建
す
る
よ
う
に
諭
し
、
周
此
の
係
で
述
如
の
甥
、

述
真
に
付
属
さ
せ
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
袴
徳
寺
の
は
じ
ま
り
と
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
こ
と
か
ら
苫
徳
寺
で
は
迎
如
を
聞
仙
と
し
、
辿
＇只
を
第
一
．
枇
と
し
て
い
る
そ
の
後
、
述
真
は

か
枯
を
砂
イ
坂
か
ら
法
林
か

（南
砺
市
）
に
移
し
、
f
の
火
円
に
跡
を
譲

っ
た
）
延
徳
期

1
文
亀

期

(-
四
八
九
ー
一
五

0
四
）
に
は
、
法
林
か
か
ら
山
本

（じ
閏
砺
巾
）
に
移
り
、
こ
の
こ
ろ
、
本

罰
寺
九
川
実
如
よ
り
守
り
「
袴
徳
寺
」
を
免
許
さ
れ
た

実
円
の
f
で
あ
る
第
四
l
i
t
円
勝
は
、
天
文
介
間

(-
jL
三
ニ
ー
五
冗
）
に
福
光

（南
砺
市
）
へ

と
移
り
、
さ
ら
に
、
円
勝
の
f
、
第
五
机
祐
勝
の
こ
ろ
、
城
ヶ
鼻
の
城
，
丁
、
荒
木
大
膳
の
蘭
を
う

け
、
現
在
地
で
あ
る
城
ヶ
端
の
城
郭
に
守
を
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
そ
の
時
期
に
つ
い

て
は
、
諸
説
あ
る
が
、
辿
説
で
は
、
水
禄
一
企
＇
（一

五
五
九
）
と
い
わ
れ
て
い
る

柘
勝
に
は
男
f
が
な
か

っ
た
た
め
、
越
前
の
西
光
寺
か
ら
窄
勝
を
術
に
迎
え
、
第
六
川
と
し
た

窄
勝
は
、
本
馳
か
と
織
川
侶
艮
が
戦

っ
た
れ

111合
戦

（一

れ
し

0
1
一
れ
八
O

)

に
参
戦
し
、
加

越
能
の
門
徒
に
兵
柑
や
鉄
砲
、
几
筒

111塩
硝
を
調
辻
さ
せ
る
な
ど
、
大
き
な
泊
翻
を
み
せ
た
合

戦
講
和
後
、
額
如
は
石
山
を
退
去
す
る
が
、
チ
の
教
如
は
溝
和
に
反
対
し
、
し
ば
し
燈
城
を
続
け
た

こ
の
時
、
越
中
の
有
力
寺
院
の
う
ち
井
波
瑞
泉
寺
と
伏
木
勝
興
寺
は
顕
如
を
支
持
し
た
が
、
窄
勝

は
教
如
方
に
つ
い
た
。

慶
長
八
年

（一

人
0
三）

、
教
如
が
東
本
頻
抒
を
聞
創
し
、
本
穎
か
の
東
西
分
派
が
お
こ
る
と
、

空
勝
は
教
如
へ
帰
参
し
た
こ
の
結
果
、
併
徳
J
手
は
越
中
に
お
い
て
東
方
の
最
打
力
炉
院
と
し
て

の
地
位
を
確
，
I
L
し
、
越
中

・
加
質
・
能
登
の
：
こ
か
川
に
木
炉
、
門
徒
を
も
つ

111本
山
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
よ
う
に
な

っ
た

ま
た
、
火
正

一
『
年

(-
五
八
I
i
)

． 
沿
革

延
宝
七
年

（一

六
じ
九
）
成
立
の

「由
来
此
内

一
牒
j
や
嘉
永
二
年

(-
八
四
九
）
に
成
立
し
た

『城

端
善
徳
寺
山
紹
略
内
』
に
よ
れ
ば
、
慶
長
九
年

（一

六
0
四
）
に
、
加
質
藩
―一
代
藩
、
干
ッ
削
I
L
i
利
長

が
狩
り
の
途
中
、
蒋
徳
寺
に
二
泊
し
、
拝
領
品
と
と
も
に
自
箪
の
屋
敷
地
寄
進
書
状
を
下
さ
れ
た

と
記
さ
れ
て
い
る

（普
聞
関
係
史
料
抄
史
料
二）。

加
質
藩
は
、
寺
社
政
策
と
し
て
慶
い
女
四
年

（一

六
四
八
）
に
卜
J
社
奉
行
を
附
き
、
つ
い
で
、
宗

派
ご
と
に
頭
炉

（触
頭
）
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

本
頻
か
は
宜
如
の
謡
向
に
よ

っ
て
寺
法
に
関
す
る
「
巾
触
」
を
、
蒋
徳
ャ
と
炭
安

二
介

（一

六
四
六
）
に
東
方
へ
帰
参
し
た
J
I
波
瑞
泉
寺
の

一
．
か
寺
に
伝
逹
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
倣
い
、

加
賀
藩
も
こ
の

二
か
印
に
「
頭
芋

（触
頭
）」

を
伝
逹
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
以
降
、
善
徳
寺

と
瑞
泉
寺
が
因
法
・
寺
法
の
両
法
に
つ
い
て
、
越
中
四
郡
の
東
方
―

一七
二
か
寺
の
頭
寺
と
な
る
体

制
が
確
立
し
た
。

こ
の
後
、
近
但
中
期
の
拘
徳
守
は
、
歴
代
住
戦
が
本
頻
寺
宗
主
親
族
か
ら
就
任
し
て
お
り
、
寺

勢
の
安
定
期
を
迎
え
て
、
本
党
造
営
や
節
楼
の
竣

T
な
ど
大
事
業
が
行
わ
れ
、
御
坊
と
し
て
の
地

位
を
確
立
し
た
。

し
か
し
、
第

一
ll
llt，只応

（本
粕
か

了
ハIll
一
如
の
係
・

一
じ
九

一
年
没
）
の
没
後
、
な
か
な

か
後
継
が
決
定
し
な
か

っ
た

加

質

湘

―
二
代
湘
t
前
川
斉
泰
は
、
就
、
水
．
J
C
年

（一

八
四
八
）
に

涎
生
し
た

一
0
男
の
売
五
郎
に
つ
い
て
善
徳
寺
人
寺
の
紅
向
を
衣
し
た
売
冗
郎
は
本
罰
か
二
〇

世
逹
如
の
猶
f
と
な
り
、
名
前
を
＇
元
朕
と
改
め
、
西
斌
水

二
年

（一

八
四
九
）
に
第
一
六
世
件
職
と

し
て
人
寺
し
た
。
亮
麿
は
入
寺
後
も
、
藩
、
干
実
子
と
し
て
藩
か
ら
の
援
助
を
受
け
て
い
た
が
、
嘉

永
四
年

(-
八
J
i
-)

に
四
歳
で
没
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
四
年

(-
八
七

一）

に
は
、
亮
麿
の

妹
、
治
姫
が
第

一
七
机
厳
高
の
室
に
縁
辺
相
呼
い
人
輿
す
る
な
ど
、
前
川
家
と
の
関
係
は
保
特
し

て
い
る
。

近

1
後
期
の
袴
徳
か
は
、
仕
職
が
決
定
し
な
い
時
期
が
長
く
あ

っ
た
が
、
五
か
抒
と
呼
ば
れ
る

万
つ
の
ド
が

（r
□
翁
窄
寸
・
忠
林
寺
・
伝
栄
寺

・
池
勝
守

・
浄
念
寺
）
が
が
務
や
儀
式
に
深
く
か
か

わ
り
、
苫
徳
か
を
運
咄
し
て
い
た
。
五
か
芋
は
、
寺
家
、
役
俯
、
列
座
、
寺
中
、
看
坊
、
役
寺
と

も
呼
ば
れ
、
住
職
が
在
中
の
と
き
は
役
俯
と
し
て
働
き
、
住
職
が
留
守
、
ま
た
は
、
肌
住
の
と
き

に
は
看
坊
と
し
て
、寺
法
と
目
法
の

二
つ
の
事
務
や
さ
ま
ざ
ま
な
案
件
の
取
り
さ
ば
き
を
行
っ
た
。

明
治
期
に
人
る
と
、
六
年

(-
八
ヒ
三）

に
「
御
坊
」
が
「
管
刹
」
に
改
称
さ
れ
、
城
端
竹
刹

と
な
っ
た
。
ま
た
、
九
年

(-
八
じ
六
）
に
は
「
宗
規
綱
領
」
に
よ
り
「
竹
刹
」
が
「
別
院
」
と

改
称
さ
れ
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
C
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